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参考資料 

「社会参加」に関して重要だと思うポイント 

2020/12/18 村山洋史 

 

 色々な社会参加の選択肢が地域にあること スライド 1、2 

 参加して、そこで認められ、その人の状態に応じた何らかの役割を得られること 

（参加したい活動に参加できること） スライド 3、4 

 多様なつながり方で多様な人・活動・組織とつながれること 

‧ 対面などによる「リアルなつながり」、ICT などを活用した「バーチャルなつ

ながり」の両方を整備する 

‧ 「つながらない自由」を尊重しながらも、必要時にはちゃんとつながれるよう

にしておく（「いざという時にはここに連絡すればよい」ということを知って

おくだけでも、精神的安寧につながる） 

 

 

 こういった資源や機会が存在することが、社会的孤立の予防、社会的包摂につながる 

 老若男女、病気／認知症／障がいがあっても、介護が必要でも、同じ 
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健康度に応じた社会参加の姿
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• でも、頑張りすぎは要注意

• 頻度が多すぎると、健康に

悪影響がある／燃え尽き

やすいという報告も

楽しさ・やりがいのある活動に参加しよう

１．やりたい活動を
２．自分のペースで
３．無理なく

やっていく

活動の優劣なんてない

自分が楽しめるなら
何でもOK！

参加だけではなく、その先まで

受け手として
参加する

もっと参加する

さらに深める
やりがい見つける

できそう
面白い

もっとやってみたい！

人に役に立ちたい
誰かに伝えたい
感謝されたい

役割を持って
参加する

家庭や地域での活躍
（社会的役割の獲得）

できるかな…？

知的能動性

社会的役割

やりたい活動をしている人の方が

フレイル・要介護状態になりにくい

楽しさ・やりがいのある活動に参加しよう
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参加しようと
思わない

参加したいが
参加せず

参加したく
ないが参加

進んで参加

自立して日常生活を
送れない確率が

48％低下

（＝自立につながる）

Fujiwara Y, et al. Does willingness to engage in volunteer activities predict BADL disability 

among Japanese rural community-dwelling elderly residents? A 3-year prospective study. 2015
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